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外眼部感染症に対す るsparfloxacin (SPFX)の 臨床効果

松本光希 ・岡村良一

熊本大学医学部眼科学教室*

鎌田龍二

山鹿市立病院眼科

新 しいピリ ドンカルボン酸系の合成抗菌剤であ るsparfloxacin (SPFX)内 服の外眼部感染症に

対す る臨床効果を検討 した。

対 象は結膜 炎5例,涙 嚢炎2例(急 性,慢 性各1例),眼 瞼(結 膜)炎2例,涙 小管炎1例 の計

10例 で,年 齢は31～85歳(平 均65歳)で あ った。投与重は1日200～300mgで,投 与 日数は7

～8日 であ った。10例 中,著 効2例,有 効5例,や や有効3例 で無効例はなか った。 また,副 作用

も認 められなか った。
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今回,グ ラム陽性菌,グ ラム陰性菌に対 し広 い抗菌ス

ペク トラムを有す る新 しい ピリ ドンカルポ ン酸系の合成

抗 菌剤で あるsparfloxacin (SPFX)1)を 外眼部感染症

に使用 したので,そ の臨床効果を報告する。

1989年4月 か ら1990年3月 の期間 に熊本大学眼科 と

山鹿市立病院眼科を受診 した外眼部感染症を有す る外来

及び入院患者を対象 と した。本試験開始に先立 ち,試 験

の内容な らびに試験薬剤の効果,副 作用などについて患

者 または家族に説明 し,被 験者 にな ることについての同

意を得て,病 歴用紙 に記載 した。

試験方法はSPFXを1日200～300mg分2～3で 食

後 経 口投与 した。投 与期間 は原 則 と して7～8日 と し

た。併用療法及び外科的補助療法に関 しては他の化学療

法剤(抗 生物質,合 成抗菌剤),ス テロイ ド剤,非 ステ

ロイ ド性消 炎鎮痛剤,解 熱 剤,ガ ンマ ・グロ ブ リン製

剤,制 酸剤(ア ル ミゲル等)の 併用は行わないこととし

た。 外科的補助 療法(涙 管 ブ ジー,切 開等)は 状況 に

よっては施行 した。

観察項 目は眼痛,異 物感,蓋 明,流 涙などの 自覚所見

と眼 分泌,充 血(発 赤),眼 瞼腫 脹,角 膜膿瘍,涙 嚢 炎

膿汁逆流などの他覚所見で,そ の程度を著明:+++,中 等

度:++,軽 度:+,症 状な し:-と した。細菌学的検査

は感染部位か ら検査材料(分 泌物や膿)をTranswab(R)

に採取 し,阪 大微生物病研究会 に送付 し,菌 の分離 と同

定を依頼 した。 これ らの検査 は初診時,3日 治療後及び

7日 治療 後,ま た,そ の後適時 に行 った。検査材料の採

取にあた っては両眼同一疾患の場合 は症状 の著明 な1眼

か らの み行 った。臨床 検査は原 則と して本剤投与開始

時,終 了時 に実施 し,本 剤に よる影響 の有無を観察 し

た。血液 学的 検査 と して 赤血球 数,Hb, Ht,白 血球

数,白 血球 分画,血 小板 数,血 液生化学 的検査 として

S-GOT, S-GPT, Al-P, LDH, γ-GTP,総 蛋

白,総 ビ リル ビン,BUN,血 清 クレアチニ ン,血 清電

解質(Na, K, Cl), CRP,赤 沈(1時 間)の 検 査を

行 った。 さ らに,必 要 に応 じて尿検 査(蛋 白,糖)を

行 った。

副作用 に関 して は副作用が 出現 した場合 は,そ の症

状,程 度,発 現 日,処 置,そ の後の経過等について可能

な限 り,詳 細に記録 し,本 剤 との関係 について(1)明らか

に関係 あ り,(2)多 分 関係あ り,(3)関 係あ るか も知れな

い,(4)関 係 ないらしい,(5)不 明の5段 階で判定 した。

効果判定 に関 して,臨 床効果 は投与終了後に全般改善

度を もとに次の5段 階で判定 した。1:著 効(3日 以内

で治癒),2:有 効(7日 以内 で治癒),3:や や有効

(8日 以上で治癒),4:無 効,5:判 定不能

また,有 用性 に関 しては投与終了時に臨床効果。副作

用及 び臨床検査成 績を考慮 して,次 の6段 階で判定 し

た。1:極 めて有用,2:有 用,3:や や有用,4:有

用 とは思 わない,5:好 ま しくない,6二 判定不能

また,細 菌学的効果 については起炎菌の消長をもとに

次の5段 階 で判定 した。1:消 失,2:減 少(部 分消

失),3:不 変,4:菌 交代,5:判 定不能 と した。

臨床 成績 をTable 1に 示す。臨床効 果について,結

膜 炎5例 中,著 効2例,有 効2例,や や 有 効1例
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Table 1. Clinical results of sparfloxacin

* 3rd day

であ った。 涙 嚢 炎2例 中,有 効1例,や や 有 効1例 で

あ った。 眼 瞼(結 膜)炎2例 中,有 効1例,や や有 効1

例であ っ た。 ま た,涙 小 管 炎 の症 例 は有 効 で あ っ た。 本

剤 投与 前 に細 菌 が 感 染 局 所 よ り分 離 さ れ た の が5例 あ

り,そ の う ち4例 で2種 以 上 の 菌 が 分 離 さ れ た 。

Stapphylococcus aureusが 分 離 さ れ た 眼 瞼(結 膜)炎

の 症 例(症 例1)は 投 与 量 を200mg(3日 間)か ら

300mg(4日 間)に 増 量 す る こと に よ って 臨 床 所 見が

軽 快 し,菌 消 失 は7日 以 内 に 認 め ら れ た。 ま た,

Streptococcus pneumoniaeが 分 離 さ れ た 慢 性 涙 嚢 炎

の症 例(症 例4)も 本 剤 投 与 後7日 以 内で 臨 床 的 に軽 快

し,菌 も消失 した。 これ らの 分 離 菌 に対 す る本 剤 のMIC

は そ れ ぞ れ,0.05μg/ml, 0.2～0.39μg/mlで,

enoxacin, ofloxacinやciprofloxacinと 比 べ て 非 常

に良好 な 値 を示 した 。 急性 涙嚢 炎の 症 例(症 例3)で は

本剤使 用 中 に切 開 排 膿 を施 行 したが,そ の 時 に 分離 され

た3種 類 の菌(Pseudomonas aeruginosa ,Streptococcus

haemolyticus, Staphylococcus epiaeermidis)に 対 し

て,本 剤のMICは それぞれ, 0.1, 6.25, 0.2μg/ml

と良好 な値を示 した。涙小管炎の症例(症 例5)で は涙

小管内の結石が多数認め られたため,結 石除去が必要で

あったが,本 剤投与 により根治 した。 また,初 診時,分

離 されたStreptococcus sanguisは3日 後 には検出 さ

れ な くな った。本菌 に対 す るMICは0.2μg/mlと 良

好であ った。 その他,結 膜 炎の2症 例(症 例7,10)に

おいて本剤投与前に菌が分離されたが,い ずれの菌に対

して も良好 なMICを 示 した。副作用 は全例 認め られ

なか った。 また,血 液学 的検査や血液生化学的検査 など

で本剤使用前後で有意な異常 を示 した ものはなか った。

以上 の結果 より,本 剤は外眼部感染症の治療薬 と して有

用な内服薬であ ると考え られ た。
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CLINICAL EFFECT OF SPARFLOXACIN (SPFX)

ON EXTERNAL EYE DISEASES
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We evaluated the clinical effect of sparfloxacin (SPFX), on 10 cases of external eye disease
including conjunctivitis (5 cases), dacryocystitis (2), blepharoconjunctivitie (2) and canalicu-
litis (1). The drug was administered orally in doses of 200-300mg divided into two or three
times a day for 7-8 days. The clinical response was excellent in 2 patients, good in 5, and
fair in 3 No side effects were found in any of the patients.


